

















































































	第5章　ケララ州における天然林保全の技術的現状
	5-1　天然林の保全状況
	5-1-1　西ガーツ山脈のインドにおける位置付け
	5-1-2　西ガーツ山脈南部（ケララ州）の位置付け
	5-1-3　ケララ州の自然立地による森林区分
	5-1-4　天然材保全における課題と取り組み

	5-2　稀少・危惧樹種の保全状況
	5-2-1　稀少・危惧樹種の種類・分布
	5-2-2　稀少・危惧樹種に対する保全対策
	5-2-3　稀少・危惧樹種に関する課題


	第6章　実施機関の技術的取り組み状況
	6-1　ＫＦＲＩの稀少・危惧樹種に関する研究体制
	6-1-1　ＫＦＲＩにおける稀少・危惧樹種研究の位置付け
	6-1-2　研究の技術的進捗状況
	6-1-3　施設

	6-2　ＫＦＤの稀少・危惧樹種に関する保全体制
	6-2-1　ＫＤＦにおける稀少・危惧樹種の位置付け
	6-2-2　現在適用されている技術
	6-2-3　施設


	第7章　参加型計画ワークショップ
	7-1　参加型計画ワークショップの段階
	7-2　ワークショップの結果
	7-2-1　参加者分析
	7-2-2　問題分析
	7-2-3　目的分析
	7-2-4　プロジェクトの選択
	7-2-5　プロジェクトのドラフト枠組仮案の形成


	第8章　我が国の協力可能な範囲
	8-1　提案されたプロジェクトの内容
	8-2　カウンターパート機関のプロジェクト遂行能力
	8-2-1　ケララ森林研究所
	8-2-2　ケララ州森林局

	8-3　協力の妥当性
	8-4　我が国政府開発援助方針等との関係
	8-5　具体的な協力内容の検討
	8-5-1　専門家派遣
	8-5-2　協力期間
	8-5-3　機材・施設
	8-5-4　現地業務費

	8-6　今後調査が必要な事項・留意点
	8-6-1　ケララ森林研究所（KFRI）
	8-6-2　ケララ州森林局（KFD）


	第9章　今後の課題（次回調査事項）
	9-1　組織制度／計画分析
	9-2　稀少樹種保全




